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はじめに
　本稿では、1905年 1月から 1907年 6月までの日本滞在中にいたる章士釗（しょうししょう、ZHANG 
Shizhao、字は行厳、1881～ 1973）の活動を対象にしている。章士釗の生涯は政治家、革命家、教育家、ジャ
ーナリストとして様々な舞台で活躍し、清朝と中華民国と中華人民共和国の三つの時代に大きな影響を与えた
歴史人物である。章の日本滞在中に関する日中双方の研究記述にわたる問題点を調べ、事実関係を明確にした
上で、彼の思想の変化を分析することを目的とする。
それでは、日中両国において章士釗に関する先行研究を検討してみよう。まずは日本側では、二冊の重要
な本を挙げることができる。一つは高田淳 (1)が著した、1974年 9月に龍溪書舎より出版された『章炳麟・章
士釗・魯迅─辛亥の死と生と─』である。高田は主に章炳麟 (2)という人物の思想と行動を分析した上で、辛
亥革命などの重大な歴史事件への影響を述べている。章士釗に関して、高田は「章士釗について─その『柳文
指用』」と「章士釗の死」の二章を取り上げ、『柳文指用』の創作過程及び晩年の生活を中心に紹介したが、日
本留学の内容は僅か一頁である。
もう一つは鐙屋一 (3)が編著した、2002年 2月に芙蓉書房より出版された『章士釗と近代中国政治史研究』
である。この章の生涯及び政治思想を全般的に紹介する大著には、大量の一次資料を使用した上で、章の青年
から晩年まで中国政治史において重要な歴史事件を全て検討しており、今日における章士釗研究の集大成とい
っても過言ではないだろう。しかしながら、章の生涯の出来事があまりに多すぎるからかもしれないが、鐙屋
もこの本の第一章第四節の「日本亡命から英国留学へ」の一項目だけで章士釗の日本留学の時期を紹介したに
過ぎなかった。
中国において章士釗の研究は大変多く存在しているが、いずれも日本留学の時期を重要視していない。例
えば、章の政治思想に関する研究は丁仕原の『20世紀の鏡：章士釗の論稿』（海南出版社　2001年）と『章士
釗社会政治思想研究』（湖南人民出版社　2001年）がある。章の「調和論」に関する研究は呉相湘の『章士釗
が提唱する新旧調和論』（『民国百人伝』第 3冊　伝記文学出版社（台湾）　1971年）と孚新才の「章士釗甲寅
月刊時期政論研究─調和論を中心に」（『清華大学学報』　1999年第 3期）がある。また、本論の考察において、
最も参考にしたのは李日 (4)が執筆し、2009年 4月に国防科技大学出版社より発行した『大時代の傍観者：章
士釗新聞理論与実践研究』である。李の本では、主にジャーナリストとしての章の行動と思想を分析し、『蘇
日本滞在時期における章士釗
─その活動を中心に─
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人文科学研究科　史学専攻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国際日本学インスティテュート
博士後期課程 1年　周　　　曙　光
(1)  高田淳（たかたあつし、1925 ～ 2010）は中国思想研究者、学習院大学名誉教授である。朝鮮京城に生まれ、満州で敗戦を
迎えて 47年帰国した。52年東京大学中国文学科卒、大学院進学し、53年大倉山学院給費生となった。57年学習院高等科
の教諭、そして 64年東京女子大学専任講師、助教授を歴任した。72年東大文学部の助教授、74年学習院大学の教授とな
り、96年定年退任して名誉教授を得た。章士釗に関する研究は学習院大学教授の時期に執筆したものである。
(2)  章炳麟（しょうへいりん、1869～ 1936）は清末民初にかけて活躍した学者、革命家。字の枚叔と号の太炎はよく知られて
いる。伝統学術を再評価して、民族意識を鼓吹し、民族主義革命を主張した。
(3)  鐙屋一（あぶみやはじめ）1956年秋田市生まれ。1982年、東京外国語大学外国語学部中国語学科卒業。1984年、筑波大
学大学院修士課程地域研究研究科修了。1993年、筑波大学大学院博士課程・人類学研究科単位取得満期退学。博士（文
学）。現在目白大学外国語学部中国語学科の教授を勤めている。
(4)  李日（りひ）1970年中国山東省生まれ。1991年煙台師範大学英語学科卒業し、1997年湖南師範大学修士課程に進学。
2000年歴史学修士課程修了。2003年歴史学の博士号を取得。現在煙台大学の副教授である。
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報』、『甲寅』(5)など時代に影響を与えた新聞と雑誌を紹介した。39頁では章が日本にいる時期の状況を簡単
に述べ、208頁では日本に滞在した時期に彼が創作した『中等国文典』のことを叙述している。
上述したのは現在に至るまでの日中両国にわたる主な章士釗の研究であり、いずれも章を切り口として、
中国の重大な歴史事件の解明に大きく貢献した研究だと思われる。しかしながら、章の日本留学という時期に
関しては、内容が少ない、または各研究でお互いに相違があり、来日時間など基本的なことが不明確という幾
つかの問題点がある。これについては本論の中に詳しく検討する。
第一節　章士釗の来日時間と住所
一、来日時間
１、来日時間に関する先行研究の諸説
　章士釗が日本に滞在した時期は従来の研究においてはあまり重視されてないことは事実であるが、来日時間
という基本的なことは全て言及している。ところが、各研究の意見は分かれているので、再検討する必要があ
ると考えられる。
　まず、学習院大学の教授である高田淳の意見を検討してみよう。『章炳麟・章士釗・魯迅─辛亥の死と生と』
の中に、彼の来日時間についてこのように述べている (6)。
一九〇四年一〇月の万福華の王之春刺殺事件に連坐して、章士釗は十余名とともに捕まえられる。し
かし直接の関係はないとして、四〇日の拘留のあと釈放され、直ちに日本に亡命する。一九〇四年秋の
ことである。
　ここに書かれている「万福華の王之春刺殺事件」は章士釗が日本に来る直接な理由と見られているが、事件
の経緯及び章との関わりは後で詳しく紹介する。章の来日時間について、高田は「一九〇四年秋のこと」だと
結論を出している。
　これに関して、目白大学教授の鐙屋一の研究では「章士釗は事件（万福華の王之春刺殺事件）の四〇日後
に、証拠不充分で釈放されたが、もはや上海に居ることはできず、前後して日本に亡命した。」と指摘してい
る。さらに、刺殺事件の時期は「（一九〇四年）一一月一九日」と主張している (7)ので、章の来日時間が 1905
年 1月の頭と容易に推測できる、しかし、鐙屋の意見は明確に書かれていない。
　それに、中国の研究者を代表する李日の『大時代の傍観者』によると、「1905年、章士釗は日本に到着し、
イギリスへ留学のために東京の正則学校に入り、英文を学び始めた」という (8)。1905年という年代ははっき
り書いているが、具体的な来日時間は触れていない。
２、万福華の王之春刺殺事件
　章の来日時間を明らかにするために、まずは章が日本に来るきっかけとなった事件を検討する必要があると
思われる。
1904年 11月 19日、上海新民学堂の万福華 (9)が四馬路の料亭で、前広西巡撫の王之春（仏軍の広西進駐を
要請した責任者）を銃撃する事件が起り、史上では「万福華の王之春刺殺事件」と呼ばれている。この事件に
(5) 二つとも章士釗が編集者を務めた新聞と雑誌である。
(6) 高田淳　『章炳麟・章士釗・魯迅─辛亥の死と生と』　龍溪書舎　1974年 9月　p305
(7) 鐙屋一　『章士釗と近代中国政治史研究』　芙蓉書房　2002年 2月　p42
(8) 李日　『大時代の傍観者：章士釗新聞理論与実践研究』　国防科技大学出版社　2009年 4月　p39
(9)  万福華（まんふくか　1863～ 1919）は中国安徽省出身の革命家であり、王之春の刺殺事件の前に、1904年の夏でも南京
で暗殺団に参加した上で清朝の官吏を刺殺したことがある。この事件で入獄したが、辛亥革命の後に釈放され、袁世凱の
反対運動にも参加した。
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関して、馮自由はこのように回想している (10)。
　前広西巡撫の王之春が親露政策を主張したのに憤激した安徽省合肥出身の革命党員万福華がこの年の
十月十三日（西暦 1904年 11月 19日）、劉師培からピストルを手に入れて四馬路の金谷香洋菜館（西洋
料理店）で王之春を狙撃したが失敗した。 
　刺殺に失敗した万福華は当然捕えられたが、問題はこの後の章の行動であった。彼はこの事件が全体的な革
命活動に悪影響を及ぼすと心配し、一番緊張が高まっていた事件発生の直後に「こっそり巡捕房 (11)に入って
万福華と会い、審問を受けるならどう答えることを相談した」(12)。結局、帰り道に当局に尾行され、章士釗、
黄興からはじめ、十数人の革命活動家が逮捕された。
　章はこの刺殺事件の主役ではなかったが、彼の判断の失敗で、自分自身をはじめ数多くの革命活動家が逮捕
されたのは事実である。さらに、ここから判明できることは章が日本に来るきっかけとなった事件が発生した
時期が旧暦の十月十三日、すなわち西暦の 11月 19日である。
３、来日時間
　それに、11月 19日事件の後の章の行動に関しては、まず章が自ら書いた回想文 (13)を見てみよう
事件（万福華刺王之春事件）の次の日、私が油断したため、仲間十数人が巻き込まれて入獄し、克強
と道員の郭人漳も含まれていた。郭人漳は江西巡撫の要請で釈放されることになり、黄興はその随員だ
ということで釈放となって、東京へ急ぎ赴いた。四十日後、私も釈放され、出獄して東京に向かった。
上海のことはとりあえず終わりにした。時は一九〇四年、すなわち光緒三十年の初冬であった。（筆者訳）
　ここから見れば、章自身が日本に行く時間を明確に記述しているので、彼の来日時間が「一九〇四年」だと
容易に判断できるが、忘れてはいけないのは当時の中国人の殆どが旧暦で日付を表記していたことである。高
田の研究では、「万福華の王之春刺殺事件」が 1904年 10月で、章が日本に亡命するのは 40日後の「1904年
秋である」と主張するのは西暦と旧暦とを混同しているものと考えられる。
また、上海から東京までかかる時間について、筆者は当時上海から横浜までの海運を経営する日本郵船 (14)
という会社のことを調査したが、当社の社内資料「我社航路の沿革」によると、1905年まで上海への航路は
「神戸丸」、「西京丸」、「博愛丸」を中心に３隻体制で毎週１回横浜出港の定期航路を運営していたという。そ
して、新人物往来社が発行した「復刻版明治大正時刻表」の 1903年版によると 、「神戸丸」「西京丸」「博愛
丸」は横浜、神戸、門司、長崎、上海を６日間で航海していた表記がある。さらに、上海から東京までの所要
時間について、ほぼ同じ時期に日本に渡った宋教仁と黄尊三の日記 (15)を参考すれば分かりやすいと思われる。
宋は 1904年 12月 5日上海から出航し、長崎、神戸、横浜を経て、12月の 13日に東京に到着したという (16)。
黄は 1905年 6月 18日上海から出航し、宋と同じ路線で東京に到着したのは 6月 26日だったという。以上の
情報を分析すると、当時の留学生が船で上海から横浜まで来るのは 6日間かかり、宋と黄のように横浜で一日
(10)  『中華民国開国前革命史』　革命史編輯社　1928年　11月 15日初版　第一冊　p168～ p170　馮自由（ひょうじゆう　1882
～ 1958）は日本生まれの中国民主革命家である。
(11)  当時中国の租界にあった警察署のこと。
(12)  章士釗著　章含之編　『章士釗全集』　第 8巻　「書甲辰三暗殺案」　文漚出版社　2000 年 2 月　p171
(13)  前掲書　『章士釗全集』　第 8巻　「与黄克強相交始末」　p310～ p311
(14)  日本郵船株式会社は、日本を代表する大手 3大海運会社の一つで、三菱商事と共に三菱財閥（現在の三菱グループ）の源
流企業である。国際的には「NYK」として知られている。本稿で述べている内容は 2012年 12月 21日に日本郵船歴史博
物館、館長代理の脇屋伯英から得た情報である。
(15)  黄尊三（こうそんさん　1883～ ?）1905年湖南省派遣公費留学生として留日、『三十年日記』全４冊（『留学日記』、『観奕
日記』、『修養日記』、『辦学日記』）を著した。ここで参考した内容は『三十年日記』第一冊の『留学日記』の全訳である。
『清国人日本留学日記』　さねとうけいしゅう・佐藤三郎共訳　東方書店　1986年　p26～ p29
(16) 宋教仁著　松本英紀訳　『宋教仁の日記』　同朋舎　1989年 11月　p30～ p31
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泊まってからバスで東京に行くとすれば、当時上海から東京に到着までかかる時間は約 8日間と考えるのが妥
当だろう。
改めて事件の流れを見ると、1904年 11月 19日に刺殺事件が起こり、翌日の 11月 20日に章は逮捕され、
それに、40日後の 12月 31日に釈放されて東京に向かった。宋教仁と黄尊三がかかった 8日間を参考にし、
12月 31日を出航日にすると、章士釗の来日時間は西暦の 1905年 1月 8日前後という結論を出しても良いで
あろう。
二、住所
東京に到着した章士釗の住所について、彼自らの回想によると、「牛込区若宮町二十七番地に住んでいた」(17)
という。牛込区はかつてあった東京 15区時代から 35区時代までの区の一つであり、地理的には現在の新宿区
北東部にあたる。筆者はここで、1912年東京市区調査会による出版した『東京市及接続郡部地籍地図』を用
い、章が当時住んでいた場所を見つけた。
　当時の牛込区の若宮町は今日新宿区若宮町と呼ばれ、北部は神楽坂と接して南東部付近は東京理科大学の施
設が見られる。そして、マークに当たる所は当時章が住んでいた若宮町 27番地であり、正面にある若宮八幡
神社は現在でも同じところに存在している。章が住んでいた建物は勿論時代の変更と共に消失したが、今は同
じところの新宿区若宮町 2丁目 18番地で「クレセント若宮」という住宅マンションが建てられている。
第二節　正則英語学校
　日本に来る前の章士釗は華興会の一員として数多くの革命運動に積極的に参加したことにもかかわらず、日
本での主な活動はほぼ革命とは関係がなく、学問に専念した。彼の思想はまさに廃学救国から学問救国に一変
した。その理由として、革命失敗の挫折を受けたのは容易に考えられるが、当時の日本が数多くの清国人向け
の教育機関を設立した点も忘れてはいけない。それでは、日本滞在中の章士釗の一つ重要な活動拠点である正
則英語学校を検討する。
(17) 前掲書　「与黄克強相交始末」　第 8巻　p311
Hosei University Repository
99 
一、清国留学生のための教育機関
章士釗を含めた大勢の中国留学生の到来と共に、彼らを受け入れるための教育機関も数多く作られた。日
本外交史料館の記録文書 (18)によれば、当時清国留学生がいた東京の教育機関と在学人数は次の表になってい
る。データは 1907年のもので、章の来日の 1905年と 2年の差があるが、全体的に大きな変化がないと思われ
る。
(18)  日本外務省　『在本邦支那留学生関係雑纂』　日本外交史料館　請求記号 B-3-10-5-3　レファレンスコード　B12081616600
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二、正則英語学校を選択した理由
上述の表から見ると、当時の東京では清国留学生を受け入れる教育機関は数多く存在し、中に法政速成科
のような清国留学生のために単独に設立された教育機関もあった。教育の内容も政治、医学、鉄道、物理、体
育、外国語、音楽などさまざまな面を含めている。これに対し、章士釗は最終的に「正則英語学校」という英
語教育を専門にした教育機関を選択した。表を参考すると、人数が一番多かったのは法政大学に在学した留学
生であり、医学と鉄道を学ぶ学生も少なくなかった。この傾向は、当時の留学生が政治、法律などの制度、あ
るいは日本の先進な技術を学んでから中国の改革と発展を志向したことに起因している。しかし、章士釗が選
んだのは英語を中心にした学校で、且つ主流ではない学校であった。その理由は以下の点と考えられる。
　まず、彼の留学の理由を分析すると、日本への留学ブームという時代背景があったが、直接的な原因は万福
華の王之春刺殺事件という革命活動の失敗であった。自分の判断のミスで自らの入獄はともかくとして、革命
同志を連座させたことは彼に大変な打撃を与えたのだろう。事件の後、章は「杭州の西湖で店を営む、または
漢の時代の司馬相如のように晴耕雨読の生活で一生を終わらせよう」(19)という消極的な考えを持っていた。
加えて、この事件の失敗は自分の才能と力が足りなく、考え方と行動が軽率であったことを悔やみ、「目の前
の過失はもう仕方がないが、将来の誤りがあったらもっと大変な結果になるだろう」と当時の章の落胆ぶりも
窺える (20)。従って、革命活動失敗直後から日本留学を決定するに至るまでの間の章士釗の思想面は「廃学救
国」から「学問救国」(21)へと変化した。これは、政治や法律などを学んでから祖国を改革させるより、まず
は自分の知識と能力を伸ばさないといけないという、当時における彼自身の反省に立脚していた。
　それでは、学問への追求の決意は分かったが、問題になるのはなぜ他の学科ではなく英語を選択したかとい
うことである。日本に来る前の章士釗はまだ若いとはいえ、『蘇報』の編集長の就任、そして『孫逸仙』の執
筆などから見ると、旧式な教育を受けた章は既に高い水準の漢文能力を身につけている。従来の中国において
その程度の知識があれば、立派な知識人とは十分いえるが、近代文明の時代に照らし合わせれば、漢文の教養
だけでは国の改革を目指す知識人の水準には達し得てはいないのであろう。これについて、章は「英文が
ABCDさえ分からない、算数は四則計算さえできない」と述べ (22)、自分の知識面の欠点を認識した上で、西
洋の学問への追求を切望していた。
(19) 呉相湘　『民国百人伝』　伝記文学出版社　1971年　p275
(20) 前掲書　「与黄克強相交始末」　第 8巻　p311
(21) 前掲書　『章炳麟・章士釗・魯迅─辛亥の死と生と─』p303
(22) 前掲書　「与黄克強相交始末」　第 8巻　p312
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三、二つの「正則学校」
　正則英語学校での勉強の経歴はのちに『中等国文典』（商務印書館　1907年）の執筆、それに 1917年イギ
リスへの留学と深く関わっているにも拘らず、殆どの先行研究ではこのことについて一言の記述だけで済ませ
ている。日本の研究者の鐙屋一と高田淳は二人とも「正則英語学校に入学」と表記し、李日を代表する中国の
研究者はほぼ「正則学校」と表しているのみである。
　実は当時も今も「正則」という名前をつけた学校は二つ存在する。一つは現在「正則学園高校」と呼ばれて
いる「正則英語学校」であり、もう一つは現在「正則高等高校」と呼ばれている「正則中学校」である。この
二つの学校をよく混同され、さらに章士釗が実際に勉強していた学校を間違っている。例えば、ウィキペディ
アの百科事典によると、「正則高等高校」、すなわち当時の「正則中学校」の著名な出身者の一人は「章士ショ
ウ」と書かれている。しかし、筆者はその高校を訪ね、章士釗の在学記録は勿論なく、清国留学生を受け入れ
る記録もないという。さらに外務省の清国留学生を受け入れる教育機関に関する資料を探しても、「正則英語
学校」の名しか記録されていない。従って、章士釗が当時通っていた教育機関は「正則中学校」ではなく、
「正則英語学校」である。中国での「正則学校」という表現は厳密なものとは言えないのであろう。
筆者はその「正則英語学校」、つまり現在の「正則学園高校」を訪ね、今日では昔ほどではないが、当学校
は明治大正時代において大変有名な英語の教育機関として存在した。そこで、章は「ABCDさえ分からなか
った」 状態から始め、イギリスへの留学までの英語の実力を身につけた。さらに、彼はそこで学んだ英語の知
識を活かし、英語の文法で漢文を解釈するという方法を発明した上で、中国言語学に大きく貢献した『中等国
文典』を完成させた。
　当時の正則学校はどのような学校であったのかというと、1909年 3月博文館による出版された今井翠厳の
『最近調査男子東京遊学案内』という本の中に、404頁から 407頁まで、正則英語学校のことを非常に詳しく
紹介している。
位置　本校神田区錦町三丁目二番地 (23)、分校芝区三田四国町にあり。
目的　本校は明治三十五年十月の創立にして、正則に英語を教授し完全に英語を活用する士を養成する
所とす。
（中略）
学年学期　学年は九月一日に始まり翌年六月三十日に終わる、之を左の三学期に分つ。
第一学期　自九月一日至十二月三十一日　
第二学期　自一月八日至三月十一日
第三学期　自四月一日至六月三十日
入学期　各級毎学期の初めとす、但缺員ある時は臨時入学を許す。
修業年限　予科二学期　普通科一箇年　普通受験科一箇年　高等受験科一箇年　文学科三箇年　高等科
三箇年　
学費　午前部及午后部　金一圓
　　　夜学部　金五十銭
　　　夜学部より午前又は午后部へ転科　金五十銭
　上述したこの学校自体に関する情報から幾つかの点が推測できると考えられる。一つ目は章の住所（現在新
宿区若宮町 2丁目 18番地）から学校（現在千代田区神田錦町３丁目１番地）までの距離とそれにかかる時間
である。筆者は実際にその最短路線に沿って歩いたが、結果は 2.5㎞前後の距離で約 30分かかって歩き終わ
ったので、交通手段がまだ今のように発達していない時代において、この程度の距離はとても近くて便利だと
言えるだろう。
(23) 現在の東京都千代田区神田錦町３丁目１番地である。
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二つ目は章士釗が最初に入った学科のことである。この学校では、それぞれ違う目的と学力を持っている
学生が在籍していたため、各種の学科が設置され、英語の初心者を対象に予科も設けられていた。当時全く英
語が分からなかった章にとって、予科に入るしか考えられないだろう。
三つ目は章の入学時期のことである。本論第一節では章の来日時間が 1905年 1月 8日前後と判断したが、
このことを踏まえた上で、この学校の資料と照らし合わせると、第二学期の期間はちょうど 1月 8日から 3月
31日の間である。章が来日した時点では既に新学期が始まっており、次の学期の 4月 1日に入学とすれば、3
か月も待たなければならないので、とても考えにくいと思われる。それに、「缺員ある時は臨時入学を許す」
という条例がある点を考慮すると、章は 1905年 1月に編入生として正則英語学校の予科入学したことの可能
性が高いだろう。
第三節　章士釗と実践女子学校
章士釗は正則英語学校で英語を学ぶと同時に、もう一つ自分の知識を生かして有意義なことも進行してい
る。それは実践女子大学で同じく湖南省出身の女子学生に漢文を教えることである。この経歴について、章は
「我が郷から十数人の女性が日本に渡り、下田氏 (24)が設置した実践女子大学に入学した。昨年（1906年）国
文の一科目は私に任した」と述べている (25)。章の漢文教員としての経歴を考察するために、まずは実践女子
大学の清国留学生の教育状況を検討してみよう。
一、清国女子速成科の設置
　当時日本への留学ブームを背景として、大勢の清国人が日本に到来したが、男子が来ると、女子も子供も家
庭も付随して日本に来た。1901年に一人の清国女学生は下田歌子が創設した実践女子大学に入学を希望した
が、既に親と日本に来て久しく、日本での生活に慣れたうえで日本語も十分話せるので、授業上の障害はなか
ったという。しかし、翌年に入学を希望した 4名の留学生は日本に来たばかりで、日本語は十分には通じない
ため、通常の学級とは違う特別な課程を設置することが必要となっていた。従って、1902年に校長の下田歌
子により、留学生部である清国女子速成科が設置されるようになった。
　1902年に入学した 4人のうち 2人が発足二年後の 1904年 7月 16日に卒業し、盛大な式典が挙行された。
当時の清国公使、清国の留学生監督、韓国公使、など重要な人物がこの卒業式に臨んでいた (26)。まだ封建社
会の清国にとって、このような女子教育は大変意味がある進歩だと思われる。２人の卒業生が帰国して間もな
く、1904年 11月、湖南省から 20名の女子留学生の入学希望がもたらされた。この 20人の女子留学生はのち
に章士釗の教え子になったと考えられる。
今回実践女子大学に入った 20名の女子留学生は前回の 4名と比べると、人数が遥かに増えているので、彼
女たちの生活と学業を保障するために新しい校舎を作らなければならないと校長の下田は考えていた。従っ
て、1905年 7月、赤坂区桧町一〇番地（今の港区赤坂９町目）に新たに留学生部の分教場を開設することに
なった。
(24)  下田歌子（しもだうたこ　1854～ 1936）は、明治から大正にかけて活躍した教育家、歌人であり、女子教育の先覚者と
言われている。帝国婦人協会を設立し会長となり、実践女学校・女子工芸学校を創立し、実践学園の校長を務めた。
(25) 前掲書　『章士釗全集』第一巻　p180
(26)  実践女子大学ではこの卒業式の写真が保存されている。時は 1904年 7月 16日であり、参加した重要な人物もその写真か
ら見つけられる。
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　（分教場の図面　『下田歌子関係資料総目録・清国留学生部』下田文庫・特殊コレクション　1999年）
この分教場は二階建で、二階全部を寄宿舎に当て、階下の部屋は教室、食堂、応接室、舎監室、トイレと
なっている。
二、漢文教員としての章士釗
　章士釗が実践女子大で漢文を教えたことは彼自らの回想から分かったが、ここで容易に考えられる問題は湖
南省の女子留学生たちはせっかく日本に来て留学するのに、なぜ自国の言語である漢文を学ばなければならな
いのかということである。これに答えるために、まずは当時彼女たちの課程表（27）を検討する。
　
　この課程表は学生の能力と目的に合わせ、全面的な授業内容となっており、現代教育と比べても見劣りがし
ないと思われる。しかし、問題になるのはいずれの学科にも漢文という授業科目が見つけられないということ
である。漢文の科目がなければ、当然漢文を教えるのも不可能であったが、章士釗はどういうふうに漢文を教
えたのであろうか。
(27) 実践女子大学で保存される清国留学生部の資料に基づいて作成したものである。
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　ここでは、東京大学に保存されている漢文雑誌『東洋』に収められている記事を参考にすればわかりやすい
と思われる。『東洋』とは当時法政大学によって発行され、清国留学生を対象に留学生の動向や国際事情を紹
介する雑誌であり、1906年 8月 15日に創刊され、1907年 9月の第 10号をもって廃刊となった。第 2号（1907
年 1月 28日発刊）の 61頁では、「清国女留学生之卒業」を題とした実践女子大の留学生と教育方法を紹介す
る記事が書かれている。
昨年（1905年）七月、清国湖南省から 20名の女子留学生が実践女子大に入学し、用事がありまたは
病気で途中に帰国した者は 8人いたが、残りの 12人は皆卒業することが出来た。その名前は次のように
書かれている。速成師範科：黄憲佑（45歳）、王勤（45歳）、李樵松（24歳）、黄国厚（23歳）、許馥（22
歳）、陳光璇（18歳）。速成工芸師範科：平昌国（29歳）、許徽（24歳）、呉準（18歳）、黄国巽（18歳）
胡懿瓊（15歳）許璧（19歳）。
校長の下田女史と副校長の青木氏等の話によると、授業開始の初めの所、各学生の年齢と学力の差が
激しかった。例えば、学生の黄憲佑は四書五経を暗誦でき、詩と文章もすぐ書ける。そのような学力の
差があり、教えるのはとても困難であるため、師範と工芸二つの課程に分けた。さらに、学生監督范源
濂、経理人劉善浤、学務協商呉家駒、経費協商劉頌虞、漢文教習章行厳 (28)、教育心理漢訳楊昌済、理科
漢訳及び日本語文法教授陳介、心理通訳熊崇 の八人を雇いて、正式な授業の前に、講義を先に漢訳し
て、学生たちに配るという。（筆者訳）
　この記事から見れば、「漢文教習章行厳」がきちんと書かれているため、章士釗が実践女子大で漢文を教え
たことを改めて証明することが出来る。これによると、最年長者の 45歳と最年少者の 15歳にある 30歳の年
齢差及びその学力の差があったため、課程を分けて、さらに正式な授業の前に講義を先に漢訳して学生に配布
することが必要であった。従って、彼女たちは日本で勉強するが、年齢と漢文能力を含めた学力の違いがあっ
たわけで、講義を十分に理解させるために、漢文の教育は必修となっていた。正式の課程表には漢文という科
目はなかったが、章士釗は実践女子大学に雇われ、授業の補充の一つの手段として非正式に彼女たちに漢文を
教えていたことがわかる。
　章士釗は実践女子大で漢文を教えると同時に英語の勉強も続けているので、「英文の規律で漢文を解釈する」(29)
という斬新な方法を思いついた。このような発想と漢文教員としての経験があったからこそ、のちに言語学の
大作である『中等国文典』の執筆を可能にしたと思われる。
第四節　『中等国文典』の執筆
一、章士釗と長与病院
英文の勉強と漢文の教習の経験が『中等国文典』の創作に対して欠かせない条件であったことは先に説明
したが、もう一つ、見落としてはならない重要な点が挙げられる。それは、執筆に没頭できる程の長い余暇で
ある。多忙な留学生活を送っていた章がこの大事業を成し得た理由は、彼が胃腸病になってからの長い入院期
間を有効的に活用したからに他ならない。これに関して、章は『中等国文典』の序章にこのように記述してい
る (30)。
余は急に胃病になり、病院で三ヶ月治療を受けた。医者に静かに養生するようにと繰り返し言い聞か
せられたので、学業をおろそかにしてしまった。しかし、余はせっかくの暇を利用し、今までの原稿を
整理した。時間がたつと、この本はやっとできた。（中略）丁未二月編者は日本東京長与胃腸病院で書い
(28) 章士釗の字は行厳であり、章のことを指している。
(29) 前掲書 『章士釗全集』第 1巻　p180
(30) 『中等国文典』　章士釗　商務印書館　1935年
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た。 (筆者訳 )
文章からみると、章士釗が入ったのは東京長与胃腸病院とされており、病院名が判明しているが、一体ど
のような病院だったのか。調査したところ、この病院が当時非常に有名なところとして知られていることが判
明した。『日本之名勝』という当時日本各地の名所を紹介する本の中に、このように記されている (31)。
東京麹町区内幸町一町目に在り（現在の千代田区内幸町）、宏大なる日本造二階建にして、院長は長与
専斎の息称吉なり、氏は永く独逸に留学して、ドクトルの称号を得、帰朝の後本院を開設せり、建築は
明治二十九年にして、落成開業をなしたるは同年十月十五日なりと云うへり、院内総坪数は八百二十七
坪にして、付属建物百十八坪、院長室、診察室、治療室、水浴室、試験室、消毒室、薬局、会計室、事
務室、患者控所、看護婦詰所等あり、伝染病患者病室は別に一棟として、普通患者と隔離し、更に院内
に倶楽部を設けて入院患者の娯楽場に充つるなど。
　　　
（当時の長与病院の外貌・『日本之名勝』より）
（左側：治療室　右側：患者遊戯室・『日本之名勝』より）
この説明文と写真から見れば、この病院は当時の建築技術と照らし合わせても十分に立派な建物であり、
患者の遊戯室まで揃えている。章にとって、まさに作品創作の絶好の場所であったと言えるだろう。実は、章
以外に、1910年、前期三部作の 3作目にあたる『門』を執筆途中の夏目漱石も胃潰瘍でこの長与胃腸病院に
(31) 瀬川光行　『日本の名勝』　史伝編纂所　1900年 12月　p55
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入院したという (32)。
　　　　
（現在の胃腸病院にある創立者長与称吉 (33)の像・筆者撮影）
しかし、残念ながら、1923年の関東大震災の折、この建物は火事に遭って焼失した。その後、同所に鉄筋
コンクリート 3階建ての病院が再建され、さらに昭和 43年に、現在の四ツ谷に移転した。筆者は 2012年 6月
12日に移転され、現在新宿区本塩町４町目にある胃腸病院を訪ねたが、院長の平山洋二 (34)と話したところ、
彼の祖父が創立者の長与称吉に続き、２代目の院長だったということが明らかになった。さらに、章士釗と関
連がある資料を求めると、やはり関東大地震の折病院が焼失したため、何一つ残っていないという。
二、入院期間及び『中等国文典』の創作過程
この静かで高級感があり、漱石まで入ったことがある病院で、学問に専念する章は、入院中の時間を無駄
にせず、今まで培った実践女子大での漢文教育経験と原稿を整理した上で、生涯にわたる唯一の言語学作品の
『中等国文典』を完成させたのである。ここでは、章の入院期間及びこの『中等国文典』の創作過程について
紹介する。
まずは先行研究の検討を行う。日本側の高田と鐙屋は、章の『中等国文典』が 1907年に商務印書館から出
版されたというような説明があり、創作の時間と過程及び長与病院に入院したという事実はあまり詳しく論じ
ていない。中国側の李日は「1905に章が胃腸病で 3ヶ月入院し、この時間を利用した上で『中等国文典』を
日本で書き終わった、（中略）さらに、1907年に商務印書館による出版された」と指摘している (35)。
この問題を解明するために、前述した章自ら書いた『中等国文典』の序章という資料以外に彼の友人とし
て知られている宋教仁の日記（36）を検討する必要もあると思われる。
(32)  漱石の年譜では、1910年のこのことに関して、次のように記述している。1910年 6月、胃潰瘍のため 1910年 6月、胃潰
瘍のため長与胃腸病院に入院。8月、転地療養に修善寺温泉菊屋旅館に滞在する。24日大量吐血し危篤状態に陥るが、次
第に回復する。10月、帰京し、長与胃腸病院に入院する。小宮豊隆　『夏目漱石』　岩波文庫　1993年 11月。
(33)  長与称吉（ながよしょうきち 　1866～ 1910）　明治時代の内科医。慶応 2年 1月 7日生まれ。明治 17年ドイツに留学し
胃腸科を専攻。26年帰国 ,29年東京内幸町に日本初の胃腸病専門病院を設立した。31年胃腸病研究会 (のちの日本消化器
病学会 )を創立し ,会長。日本癌研究会理事長もつとめた。明治 43年 9月 5日死去。45歳。長崎県出身。東京大学予備門
卒。（デジタル版 日本人名大辞典 +Plusの解説）
(34)  院長の平山洋二は 1970年東京大学医学部卒業。日本消化器病学会専門医、指導医日本消化器内視鏡学会専門医、日本内
科学会認定医、日本医師会認定産業医、医学博士の資格を持っている。
(35) 前掲書　『大時代の傍観者：章士釗新聞理論与実践研究』　p208～ p209　
(36) 宋教仁著　松本英紀訳　『宋教仁の日記』　同朋舎　1989年 11月
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１、1906年 12月 15日　p319
「十時、彭希明の下宿にいって昼食をとり、午後一時、章行厳の下宿にいった。行厳は『漢文典』という
本をかいており、余はこれを見せて欲しいとたのんだ。その原稿をみると、まだ完成していなかったの
で概略を尋ねると、一名詞・二代名詞・三動詞・四形容詞・五接続詞・六副詞・七介詞、＜介詞は＞さ
らに（一）前置詞・（二）後置詞の二つに分ける、八助詞・九感嘆詞に分類しており、主として英文法を
手本としている、云云ということであった。…」
２、1907年 1月 9日　　p328
「…午後三時、また二人で、病気になって胃腸病院に入院している章行厳を見舞いに行った。…」
３、1907年 1月 26日　p334
「…午後の、劉林生がきて、弟の秉生のために伝記をかきたいから、余と章行年（章行厳？）（37）にその
執筆を引き受けて欲しいといい、また行年のところにいってこのことを話してくれるようたのんだ。余
はかれの気持に逆らうに忍びず、しばし考えて承知した。」
４、1907年 1月 27日　p334
「…四時、章行年のところにいって、劉林生が劉秉生（前者の弟）の伝記をかいて欲しいとたのんでいる
と話すと、行年は承諾しなかった。六時に帰った。」
５、1907年 1月 28日　p334
「劉林生がきたので、章行年は伝記の執筆を承諾しなかった、告げた。林生と余はふたたび行年のところ
にたのみにいったが、行年はやはり引き受けてくれなかった。…」
宋の日記の第 2条に注目すると、病気になって入院した章を見舞いに行く日時は 1907年 1月 9日と分かっ
た。さらに、宋とまだ健康な状態の章がこの前、最後に出会った日が 1906年 12月 15日であることが判明し
ている。すなわち、章の入院時間は 1906年 12月 15日から 1907年 1月 9日の間と考えるのが適切であろう。
さらに、3ヶ月の治療を受けたと章が自ら述べているので、先の入院期間の分析に基づいて退院期間は 1907
年の 3月の中旬から 4月頭までの間と考えられる。この退院時間は『中等国文典』の序章の日付の「丁未二
月」（西暦 1907年 3月～ 4月）とも一致している。
また、『中等国文典』の創作過程について、章の話によると最後のまとめは確かに入院中の 3ヶ月を利用し
完成したが、決して突然の発想で一気に書いたわけではないと思われる。宋の日記の第 1条に注目すると、そ
こで記述された『漢文典』及びその概略の殆どはのちに出版されたものと同じであるため、章が入院する前に
既に基本的な構成と内容は出来上がっていたのであろう。英文の勉強及び漢文の教習を進行すると同時に、入
院前から文典の創作にも少しずつ着手していたのではないかと思われる。
さらに、宋の日記の 3、4、5条を読むと、友人が章士釗に弟の伝記を執筆してほしいという話があり、何
回も頼まれたが、いずれも章に断られたと紹介している。そのことの時期を見れば、ちょうど一月の終わりで
章が入院中の間である。友人からの要望を再三にわたり断っている理由は、文典の執筆に専念したかったため
ではないだろうか。
三、『中等国文典』の内容
　それでは、章が日本における留学成果とも言える作品の内容と意義について分析してみよう。『中等国文典』
は章士釗の様々な著作の中で唯一の言語学作品である。この本は 1907年に、東京の長与病院で完成され、上
海にある商務印書館で出版された。
最初の名前は『初等国文典』であり、中学校の教科書として使用されていた。章士釗は元々『初等国文典』
の後に、中学校四、五年と高等学校の教科書として、『中等国文典』と『高等国文典』を書こうとしたが、完
成には至らなかった (38)。現在見られている『中等国文典』は表紙に「中学校、師範学校用」と表しているが、
(37) 宋教仁の日記の文脈を読むと、ここは誤字の可能性が高く、章士釗のことを指していると思われる。
(38) 章士釗が『中等国文典』の序章に自らこのように述べている。
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内容としては『初等国文典』と全く同じで、ただ名前を変えただけである。
　中国の言語学と言えば、必ず言及されるのは 1898年に出版された『馬氏文通』(39)である。この本の出版は
現代中国語言語学の発端とも言われている。その影響力の下で、数多く漢語の言語学作品が現れてきたが、
「同時代のそのような本の中に、章士釗の『中等国文典』はとても特徴があるものである」と言語学学界に認
識されている (40)。
章士釗は文法の役割を重視した上で、英語の文法で漢文を解釈するという方法を使用し、漢語の言語学の
発展に大きく貢献したと思われる。その理由は、主に二つに分けられる。
一つ目は、初めて「文字」と「単語」を区別したということである。『馬氏通文』は最初の言語学作品であ
ったが、「文字」と「単語」を分けていなかった。その結果、言語学研究の基礎単位を失い、自己矛盾の局面
になってしまう。これに対して、章士釗は「一つの文字は一つの単語になれるが、一つの単語は必ずしも一つ
の文字になれるわけではない。」と指摘している。これは現代中国人にとって当然のことだが、当時の書物が
殆ど句読点なしの古文で書かれているので、その区別は大変意味があると思われる。さらに、この点につい
て、章は下記のようなことを述べている (41)。
文法の角度から見ると、文の中に独立な意味を持つ文字または文字の組み合わせはもう文字ではなく、
単語としかよべない。それに、文の中における文字は違う文法的な役割を持ち、意味も性質も固定され
ていない。（中略）馬氏は「文字」よりもっと細かい単位を作ってないので、単語と単語の関係を論じる
時、自分が分かっているにもかかわらず、相手にはうまく伝えない。（筆者訳）
二つ目は、規範的な言語学の学術用語を創作したということである。規範的な学術用語はこの分野として
は極めて重要な存在で、勿論言語学も例外ではないと思われる。既に『馬氏文通』が「文字」と「単語」を混
同しているから、学術用語の言い方も自然に誤りが出てきた。これに対し、『中等国文典』の中に初めて「名
詞、代名詞、動詞、形容詞、副詞、介詞、接続詞、助詞、感嘆詞」という現代とほぼ同じような学術用語を発
明した。1957年、王力は「代名詞」を「代詞」に変え、更に「数詞」を加えたが、その品詞の分類は今でも
規範として使用されている (42)。それ以外に、章は英文を参照した上、文を四つに分類し、それぞれ「叙述文」、
「疑問文」、「命令文」、「感嘆文」の名前を付け加えている。それでも今使われている文の分類と全て一致して
いる。1907年に章がこのような説を論じた後、他にも言語学的見地からいくつかの主張が出されたが、1942
年に章の説が規範として定着した。
この 1907年に東京で完成された『中等国文典』は章の「廃学救国」から「学問救国」(43)への思想変化の結
果であり、後の中国の言語学に強い影響を与え、1907年から 1935年に至るまで、中国の中学校、師範学校の
教科書として使用されていた (44)。創作する当時の章は日本に居り、漢文の資料を手に入れることが難しかっ
たため、誤ったところもあると指摘されているが、その言語学の発展への貢献を否定することはできないのだ
ろう。
第五節　同盟会との関わり
一、同盟会への不参加
　各種の団体を組織することは明治大正時代における日本に留学する中国人にとって、重要な試みの一つだと
(39) 清代の文法書。馬建忠著、1898年に完成。中国人が初めて西洋語文法を中国語法に応用した文法書。
(40) 李佐豊　『二十世紀の中国言語学』　北京大学出版社　1998年　p143
(41) 前掲書　 『中等国文典』　商務印書館　1935年版
(42) 王力　『漢語語法概論』　新知出版社　1957年
(43) 前掲書　『章炳麟・章士釗・魯迅─辛亥の死と生と─』　p303
(44) 曹聚仁　『文壇五十年』　東方出版社　1997年　p220
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思われる。留学生が最初に創立した団体は 1900年の「励志会」(45)だったが、会員が互いに交流し、勉強を中
心にすることと国家に政見をもたないことが主旨であったことから、単純な勉学の団体だと言われている。
1901年、広東出身の留学生たちが清朝政府の弱腰外交と列強の侵略に憤慨し、清朝の批判と広東の独立を提
唱する初めての愛国団体である「広東独立協会」を設立した。更に、東京で「青年会」という最初の革命団体
が創立され、明確に「民族主義を宗旨にし、破壊主義を目的にした」(46)。その他、1903年 4月、秋謹 (47)を代
表とした、女子留学生の間に初めての女子愛国団体の「共愛会」が組織された。1901年から 1903年の間に、
勉学と愛国を目的にした団体は 8割を示したが、革命思想が主流になると共に 1904年以降成立された団体の
革命の性質は顕著であった。有名な華興会、光複会、日知会、科学補習所などの組織は全て革命を謳い、満清
を排除することを中心にしていた。
　1905年 8月 20日、章士釗の日本滞在期間は七ヶ月となり、頭山満 (48)が提供した東京赤坂区葵町三番地の
民家の 2階で孫文を代表する興中会と章炳麟を代表する光復会と黄興を代表する華興会が合併し、中国革命同
盟会という孫文を中心に清朝打倒を目指す革命運動の指導的役割を担った政治団体が結社された。同盟会初期
の会員である馮自由の統計によると、1894年から 1895年 9月まで、興中会の会員人数は 173人であったが、
いずれも日本への留学生ではなかった。1895年から 1900年まででは、187人のうちに日本留学生が 24人を占
めている。1901年から同盟会が成立する直前の 1905年にかけては、332人の会員の中に日本への留学生は
136人となっており、三分の一以上の人数に及んでいた。更に、1906年までに、千人以上の人が同盟会に参加
し、そのうちの約 900人は東京にいるという (49)。
上述の資料から見れば、その後に辛亥革命の成功に直接関連する同盟会は、当時の革命家或いは祖国を救
おうと志す留学生の活動拠点であり、同会が持つ魅力と影響力は計り知れないものがあったと考えられる。し
かし、これに対し、かつて華興会の主要会員、蘇報事件の中心人物、長沙蜂起など多数の革命活動に熱中した
章士釗は参加しないことを決意した。
　「同盟会の旗鼓大いに張る時にあたり、正に弊人の閉戸自精する候なり」と章は回顧している (50)。すなわち、
章は同盟会の勢いが盛んである時期に、革命運動に参加せず学問に専念しようと決断した。孫文と黄興は章が
同盟会に参加しないことに立腹し、章炳麟に頼んで彼を二日幽閉したこともあったという (51)。結局、章は孫、
黄二人の要請を断り、同盟会への参加を拒否した。さらに、同盟会の不参加をはじめ、章士釗は辛亥革命後に
歴代政府の重要な公職を経歴することになるのだが、彼は生涯において、いかなる政党にも参加しなかった。
つまり、日本留学前における章の信念であった廃学救国という思想は日本滞在中に学問救国に変容していたの
である。同盟会の不参加もその一つの証拠だと見られる。
二、孫文と黄興の初会見及びその仲介者
１、諸先行研究
　孫文と黄興の二人の革命リーダーは 1905年の前にそれぞれの革命組織である興中会と華興会を率いて活動
したが、力が分散しているため、いずれの武装蜂起も失敗で終焉したという。東京で孫文と黄興の会見は後の
同盟会の成立及び辛亥革命の成功の発端ともいえよう。しかし、その孫文と黄興の初会見及びその仲介者に関
しては、今日に至るまで詳細には解明されておらず、日本と中国及び米国において多様な説がある。日本孫文
研究会代表理事を務める中村哲夫は『同盟の時代‐中国同盟会の成立過程の研究』第四章第三節の「孫文と仲
(45)  楊棟廷、秦力山など早期な留学生が創立した組織である。1901年 1月 1日、励志会は上野で新年会を行い、日本側は犬养
毅を代表する重要な人物も参加した。
(46) 当時の留学生が発行した雑誌『湖南遊学訳編』　第二期　p61
(47)  秋謹（しゅうきん、1875～ 1907）は、清朝末期の女性革命家であり、日本での留学経験があり、1907年 7月 15日に革命
の失敗で清朝に処刑された。
(48)  頭山満（とうやまみつる、1855～ 1944）は、明治から昭和前期にかけて活動したアジア主義者の巨頭。中国の孫文や蒋
介石など日本に亡命したアジア各地の民族主義者・独立運動家への援助を積極的に行った。
(49) 史扶隣　『孫中山在中国革命的起源』　中国社会科学出版社　1985年　p25
(50) 前掲書　「与黄克強相交始末」　第 8巻　p315
(51) 同注（50）
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介者との関係」で、この問題に関する考察を行っているが、参考のためここでは中村の分析を要約して紹介す
る (52)。
　第一の説は、章士釗と楊度 (53)の回憶によるものである。孫文は富士見町の楊度を単身訪れ、革命への協力
を説くが、楊は固く辞退し、代わりに牛込区若宮町に章士釗と同居していた黄興を推薦し紹介したという。
　第二の説は、郭之奇という留学生の記憶によるもので、当時、黄興は若宮町において柳病農という人の下宿
で暮らしていた時に、孫文が宮崎に伴われて訪れたのを郭之奇が側目したと紹介している。
　第三の説は、宮崎の回憶によるもので、神楽坂付近の黄興の下宿に孫文を案内したという。そこには末永節 (54)
が同居し、彼らとともに鳳楽園で会食を交えながらの会談となったと説明している。
　この三つの意見に対し、日中両国においては、宮崎滔天が孫文と黄興の初会見の仲介者と判断する第三説が
主流であり、第二説はあくまでも第三説の傍証と見られている。特に中国では、近年に出版された孫文に関す
る研究 (55)から見るとほぼこの意見に定論している。しかしながら、章の回想を分析するとこの点についてま
だ考察する余地が残されている。
２、宮崎滔天説の問題点　
それでは、まず宮崎が孫と黄の仲介者となる裏づけの史料を再考察する。その場面に関して、宮崎滔天の
回想録である『支那革命軍談』に記述されている (56)。
　超えて（明治）三十八年春、孫逸仙は欧米の漫遊を終えて日本へ帰り、僕の茅屋を訪い僅々二三年の
間に非常に留学生の殖えた事より留学生中変った人物がないかと言う問であるから、僕は黄興という偉
い人のある事を話すと孫は 「夫ぢや是から其人を訪問しやう」と言うから、僕は黄興の処へ行って黄興
を迎えて来やうと言うと「其様な面倒な事は要らぬ、是から二人で訪問しやう」と言うので相携へて神
楽坂付近の黄興の寓所を訪うた、当時僕と寝食を共にしていた末永は此時黄興と同棲していた故、孫を
表へ立たして置いて格子を潜って「黄さん」と声を掛けると末永と黄興一緒に顔を出して表に立って居
た孫の顔を見るや「イヤ孫さん」と叫ばんとすると、黄興は直ちに其れと心付き大勢の学生が来ている
ので、手真似で孫の家内へ入ることを差止めた
　この宮崎の回想は当時孫と黄の会見の様子を詳細に記録しているため、第三説の裏づけと見られている。即
ち、孫文が欧米から日本に到着し、友人の宮崎滔天と話した上で一緒に神楽坂に住む黄興を訪ねたという顛末
である。ところが、この初対面の様子をよく見ると、不自然なところがあることに気がつくだろう。
名前を聞いただけで顔を見たこともない二人が、第三者から紹介されないままで、宮崎に「黄さん」と呼
ばれた黄興は「イヤ孫さん」と言うのは日常生活においては考えにくいであろう。それに、孫文と宮崎は事前
の連絡もなしに黄興を訪問しているので、なぜ黄興は来訪者が孫文だと分かったのかということも疑問であ
る。さらに、何より肝心なところはこの後の孫文と黄興の会話内容であるが、その会話の内容が分かれば、初
対面かどうかすぐ判断できる。しかし、残念ながら、宮崎は中国の革命事業に熱心に支援し、且つ中国の友人
も数多く持っているにもかかわらず、中国語はよく理解していなかった。同文に宮崎は「彼等は初対面の挨拶
もそこそこに既に一見旧知の如く互いに天下革命の大問題に向かって話を始める、僕等は支那語は十分に解す
る力がないので如何なる話をしているか分からぬ」(57)と記述している。
(52) 中村哲夫　『同盟の時代－中国同盟会の成立過程の研究』　人文書院　1992年 3月　p159～ p165
(53)  楊度（ようたく　1875～ 1931）は中華民国の政治家、学者であり、清末は保皇派の一員で、中華民国成立後は、袁世凱
の皇帝即位を推進するために籌安会を組織したことで知られる。晩年は思想を改め、中国共産党に加入した。
(54)  末永節（すえながみさお　1869～ 1960）明治－昭和時代前期の中国革命運動の協力者。明治 2年 11月 12日生まれ。明
治 34年内田良平の黒竜会結成に参加。中国革命同盟会を支援，宋教仁編集の機関誌『民報』の発行人。辛亥革命では革
命軍に参加した。昭和 35年 8月 18日死去。（デジタル版 日本人名大辞典 +Plusの解説）
(55) 代表的には 2012年 11月孫文記念館による出版した『孫文・日本関係人名録』がある。
(56) 宮崎滔天　『支那革命軍談』　法政大学出版局　1967年　p71～ p72
(57) 同注（56）　P72
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従って、孫と黄は当時どのような会話をしたかという問題に関する答えは、宮崎の回想からは見つけられ
ない。この会見は確かに発生したが、宮崎の回想が真実であると仮定すると、事前の連絡もないにも拘らず、
黄興が「表に立って居た」人物を疑いもなく孫文と認識したことはあまりにも不自然な事柄である。この点を
注意深く考えると、この時点では、二人は必ずしも初対面ではなく、既に一度相手の顔を見ているという可能
性が浮上してくるのではないだろうか。
　
３、章士釗の回想
それでは、従来あまり重視されていない章士釗の意見を分析してみよう。その場面について、章はこのよ
うに述べている (58)。
　私は東京に到着し、牛込区若宮町二十七番地に住んでいた。暫く経って、克強（黄興）と同棲になっ
た。ちょうどう孫先生（孫文）が横浜から東京に来て、東京の留学生と会い、革命のことを議論する。
当時の留学生は楊度が有名で、富士見町にある寓所が広くて来訪者が多かった。それで、中山（孫文）
は楊と三日間会談し、排満、革命、立憲など言いたいことを全て隠せずに討論した。最後に、楊は「度
が先生の高論に感服するが、今までずっと立憲に身を投じたから、先生について改めて革命の道を選ぶ
のは難しい。だが、度は黄興という友人が居て、当世の奇男子であり、是非会わせてください」と言っ
た。中山は喜びながら、翌日に若宮町にある私の寓所を訪れた。私と克強二人とも初めて先生と会う。
昨年私は『孫逸仙』という本を書いたが、先生と気が合う。三人は地図を見ながら天下の情勢を分析し、
留学生を集めて同盟することを議論していた。（筆者訳）
章のこの回想から見れば、孫と黄の会見の仲介者は楊度となり、章士釗もその会話の参加者だという宮崎
説と全く違う結論が導き出される。筆者は宮崎の意見より章の意見を重視すべきだと考えている。まずは章と
二人の関係を分析すると、黄興とは同じ湖南省出身の華興会同士であり、東京に来てから同棲もしていた。孫
文とは会見したことがないが、章が書いた『孫逸仙』という本の出版により、孫文の名は中国全土において広
く知られて来た。すなわち、章は二人とも緊密な関係を持ち、その会談に参加することは十分考えられる。さ
らに、章はその会話の参加者であるため、談話の内容は十分理解していると思われ、初対面かどうかに関し
て、自ら参加した人の証言は何より参考になるだろう。
孫文と黄興の初対面に関しては、従来多様な意見があり、本稿では章士釗の考察を中心にしているので、
章の証言に従いながら分析している。偏見になる可能性があるが、彼の意見は決して軽視することはできない
と思われる。
終わりに
　1907年 6月に、章士釗が著した『中等国文典』は上海の商務印書店による出版され、そしてその稿料を用
い、「東京から出発し、上海を経て、英国に向かった」という (59)。新たな学問への追求の一歩を踏み出して、
1911年 10月の辛亥革命の直後に帰国するまで、英国で 4年半の勉強を続けた。
1905年 1月から 1907年 6月まで、僅か 2年 5ヶ月の日本留学はとても短かったが、彼の一生に与えた影響
は計り知れないものがあると言えよう。正則英語学校での英語の勉強、『中等国文典』の出版から得た経費な
ど日本での様々な経歴があったからこそ、英国への留学、そして後の政治家、ジャーナリストとしての輝かし
い人生を歩むことができたと思われる。章の生涯においては、歴史的な事件に多く関わったために、青年時代
における章の日本留学の経歴はほとんど注目されなかった。しかし、この時期を詳細に分析し、そして日本留
(58) 前掲書　「与黄克強相交始末」第 8巻　p314
(59)  前掲書　「与黄克強相交始末」第 8巻　p315　『中等国文典』の初版の時間は『章士釗全集』の編集者の分析より、1907年
6月という結論が出されている。
Hosei University Repository
112 
学前後の章士釗の違いを比較すると、数多くの疑問の答えはここで見出すことができるのではないだろうか。
学問で国を救うという考えは生涯、彼の思想として残り、どのような政党にも最後まで参加しようとはしなか
った。彼のこの信念の源は日本留学時期にあると言っても過言ではないだろう。
当時の日本への留学ブームにおいて、章はあくまでも大勢の留学生の中の一人であった。しかし、そのた
だの一人を切り口として開いていくと、当時の日中関係、中国人の日本観、日中両国の国民感情など大きな面
も窺えるのである。1923年 9月 7日、関東大震災（9月 1日）の直後、震災の発生が分かった章士釗は「論日
本の震災事」(60)という文章を書き、嘗て自分が留学したところが震災に遭ったことに悲痛な思いを表した。
さらに、同書で被災地への支援の呼びかけ及び亡くなった日本人への哀悼も書かれている。すなわち、日本留
学経験を持つ章は当時の日中関係に対して、プラス面の役割を果たしたとも言えよう。
　日本滞在中の章士釗の研究において、本論はあくまでも表面的な僅かな部分だと思われる。この領域ではま
だ意味深い、そして研究価値がある問題点が多数残っているが、今後の課題と目標として解明し続けたいと決
意した。本稿は筆者の修士論文から抜粋したものであり、詳細な内容と分析は修士論文にご参考。
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